【様式５】事業内容

【様式５】令和６年度 奈良市中小企業伴走型支援事業の概要
	（１）デザイン経営を通じた市内エコシステム創出に係る企画及び実施

	市内事業者のデザイン経営の必要性や経営力向上の機運を高め、デザイン経営を通じた市内産業の高付加価値企業を生み出す好循環（エコシステム）を創出することを目的とした企画（講座・ワークショップ等）を提案すること。また、潜在的にデザイン経営の手法を必要とする企業の発掘及びデザイン経営を導入し高付加価値を生み出す機運を醸成させ、伴走型支援と関連が生まれるものとすること。さらに、企画は事業者の立場に立って、デザイン経営の手法を知らなくても参加したいと思う魅力的なタイトル及び内容とすること。

	


	（２）コラボレーション創出を促す場の提供

	本事業で関わりのある事業者同士で、ビジネス上のコラボレーション創出を促すことのできる、クリエイティブな空間となるよう工夫した場の企画提案をすること。

	


	（３）被支援事業者募集、審査、決定

	本市と協議の上、将来性があり地域に根差した、支援するに相応しい事業者を２社程度決定するにあたり、本事業の魅力や内容が伝わるよう効果的な参加事業者募集の広報の実施手法及び、応募した事業者に対し面談等を実施し、選定するための基準について提案すること。

	


	（４）伴走型支援によるコンサルティングの実施

	伴走型支援により、被支援事業者に対し、経営改善に資する新たな経営戦略を策定できるよう、デザイン経営を実践するために必要となる知識・方法などを習得させるとともに、被支援事業者の抱える課題に向き合った、きめ細かなコンサルティングを行う手法について記載すること。

	


	（５）経営計画書・事業計画書作成支援

	経営・事業計画書の作成において、被支援事業者が自社の存在意義を見直し、自社にしか生み出せない価値を顧客に提供できるよう、自身の強みやビジョン等を整理し経営計画に反映させるための支援内容について記載すること。なお、事業終了後に自走することが可能で、将来的に新たな商品・サービスの創出へとつながるための支援内容とすること。

	


	（６）支援の経過・成果の広報

	地域にデザイン経営を導入する機運を醸成できるように、支援の経過・成果について発信するための機会について提案すること。なお、エコシステムの創出に係る企画と併せて実施することで、事業内において相乗効果が生まれるようにすること。

	


	（７）商品・サービス創出の支援

	本事業をきっかけとして、被支援事業者が策定した経営計画・事業計画のもと、商品・サービス等の創出の支援に努めるとともに、金融機関、行政機関、経済団体と連携し、橋渡しを行うための取り組みを提案すること。

	


1

